
□会長／井尻 英雅　　□副会長／曽根田 充
□幹事／上條 康則　　□副幹事／西野 　元
例会日：毎週月曜日　18:00～19:00
例会場：静岡グランドホテル中島屋
事務所：静岡市葵区追手町2-12 5F/ TEL 054-254-5611

四つのテスト
 I . 真実かどうか
II. みんなに公平か
III. 好意と友情を深めるか
IV. みんなのためになるかどうか
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2018-2019年度

国際ロータリーのテーマ

「BE THE INSPIRATION／インスピレーションになろう」2018-2019年度RI会長 バリー・ラシン 

理事会報告
・2/11　休例会　・2/17　IM（グランディエールブケトーカイ）
・2/18　休例会　・2/25　外部卓話
・3/3　  少年ラグビー大会（例会）　・3/4　休例会
・朝来野会員より退会の届け出（3/31付）
・ロータリー手帳について

♪本日のロータリーソング 「奉仕の理想」 ●ソングリーダー ： 依田 邦彦 会員

　２月に入りました。今月はロータリークラブにとって大変重要な月です。特に２月２３日は記
念日となっていますが、お分かりですか？１９０５年２月２３日の木曜日の夜、弁護士として働
いていたポール・ハリスと、彼の顧客でもあった石炭商のシルベスター・シールは、シカゴ市イ
リノイ街で夕食を取ったのち、二人はシカゴ川にかかる橋を渡りディアボーン街の鉱山技師
ガスターバス・ロアの事務所に行きました。そして既にその場所で待機していた洋服生地商
ハイラム・ショーレーと共に、初めての会合を持ちました。ポールは友人たちを前に「一人一
業種で親睦を深める会を作る」という趣旨を熱っぽく語り、クラブには実業人だけではなく法

律家、医師、宗教家とあらゆる職業人を集めることとなりました。まさにこの瞬間「一人一業種」を基本とし「親睦と
相互互助」を目的とした初期のロータリークラブが誕生したというこ
とで、ロータリークラブの創立記念日となっています。そしてロータリ
ーの名は当時各メンバーの職場を順番にミーティング場所に使った
ことに由来しています。今月は先人たちの設立時の思いを今一度考
えて、ロータリーの理解を深める月にしていただければと思います。
　本日は長嶋国際委員長によりますクラブフォーラムです。よろしく
お願いします

ゲ
ス
ト

スマイル報告幹事報告   上條 康則 幹事 相川 洋介 会員

■会員からのスマイル 総額／8,000円

花森会員 今日は18℃でした。
岡本会員 またしても齢を重ねてしまいました。取り巻く社会の
 為に一つでも多く尽くします。
浦田会員 誕生日のお祝いありがとうございました。2月27日で
 74歳を迎えるに当たり、そろそろ全てをリタイヤしよう
 と考えております。
長嶋会員 本日、卓話をします。
森川会員 祖母が数えで100になりました。

鈴木 延幸 会長の時間  井尻 英雅 会長の時間

Rotary International ホームページより

・2月の誕生日
　岡本会員、小林会員、岡崎会員、曽根田会員、溝口会員、
　是永会員、小谷野会員、浦田会員
・2月の結婚記念日
　川島会員、山梨会員、曽根田会員、大村会員

今回ゲストはありませんでした。No.1185
第1256回 例会

平成31年2月4日（月）

No.1331
第1403回 例会 3 3 5 0 0

2019.2.5
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・青少年奉仕委員会（川田委員長）
  3月3日　静岡中央RC杯少年ラグビー大会について
  例会となります。8時30分集合。
  黒いジャンパー着用でお願いいたします。

確定出席報告（前々回出席報告） 安藤 副委員長

本稿の担当 ： 本多 由加理

委員会報告

～ 国際奉仕委員会の在り方ついて ～

　もともとロータリには国際奉仕は無かったそうです。第一次世界大戦を機に、自
国だけでなく、他国で戦争によって傷ついた人の為に奉仕活動が必要だと、発足し
ました。その時、必ず守らなければないらない決まりを定めました。「奉仕活動を行
うロータリークラブのある国の法律を厳守して活動を行わなければならない」という
ことです。
　当クラブの国際奉仕委員会の活動を振り返ってみますと、田島会員が窓口とりご
尽力いただき、タイのエイズ孤児院支援活動を数年間行ってきました。そして、鈴木

会長年度には、フィリピンの支援ができないだろうかということで、ベビーカーや車椅子を送ってはという提
案がでました。しかし、日本と違って整備されていない道路が多く、ベビーカーを使用してもガタガタ・ユラユ
ラ子供が車酔いをしてしまうということで、着るものをみんなで集めて送ろうということになりました。鈴木会
員の会社に衣類を集め、山梨会員がコンテナの手配をして、送ることができました。その後も3年間の継続事
業として、衣類を集めて送ったり、実際に現地に入って子供たちにお菓子を配ったり活動を行いました。
　また、台湾の中和ロータリークラブとの親睦活動を行ってきました。何年か交流を重ねて、ニックネームを
付けられるくらいに親しくなりました。望月会長年度には、東北大震災に対して日本円の50万円で義援金を
いただきました。長年の交流によって、育まれた友情、信頼関係の賜物だと思います。
　これから、どのような形で国際奉仕活動を行っていったら良いか、テーブルごとの話し合いをお願いいたし
ます。集まったご意見を参考に、来年度以降の活動に活かしていきたいと思います。

国際奉仕委員会
長嶋 明彦 委員長

月/日 確定出席率

68.2%1/21 28名 41名（メイクアップ2名を含む）

出席計算
会 員 数 出席者合計（含メイクアップ）

・総会員数46名（出席義務会員35名＋出席免除会員11名）
・出席者合計には出席免除会員、メイクアップ会員を含む

～出席率向上へのご協力をお願い致します～
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